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芸術家集団「青騎士」の共同設立者
フランツ・マルクの日本美術から受けた影響
Edgar Franz
1.　はじめに
日独交流史を分析すると、通常はドイツ人が日本に与えた影響が扱われてい
る。ドイツ語の文献を見ても、特に 20世紀初頭、日本がドイツ美術に与えた
影響は殆ど無視されている。このために、芸術家集団「青騎士」の共同設立者
フランツ・マルクが日本美術から受けた影響について、最近までほとんど目に
することができなかったのはあまり不思議なことではない。リヒャルト・ハマ
ンの『ゲシヒテ・デア・クンスト（美術史）』（Hamann 1955）やブロクハウス
百科事典全 24巻（Brockhaus, vol.14, 1991: 182）のような基礎的学術書でもフ
ランツ・マルクに関する記述箇所で、日本から受けた影響についての指摘はな
い。ジークフリート・ヴィーヒマンのジャポニスムについての基礎的学術書の
中には、フランス美術に対する日本の影響が幅広く扱われているが、フラン
ツ・マルクについては一切言及されていない（Wichmann 1980）。美術歴史家
のクラウディア・デランクは主に東アジアと西洋の相互関係について研究して
いる。デランクの 1996年の著書『ドイツにおける＜日本＝像＞―ユーゲント
シュティールからバウハウスまで』（Delank 1996）の中にはアウグスト・マッ
ケのような青騎士の芸術家たちが言及されてはいるが、フランツ・マルクに関
しては一言も触れられていない。しかし、2011年に出版された二つの論文の
中で、デランクは日本美術がフランツ・マルクに与えた影響を扱っている。そ
れゆえ、最近、多くのドイツ人の美術史家がジャポニスム、日本の木版画や根
付がどれほどフランツ・マルクの作品に影響を与えたかということについて注
目したことは幸いである。これらの美術史家の文献に基づいて、フランツ・マ
ルクが日本美術から受けた影響を分析することが本論文の目的である。
2.　フランツ・マルクの生涯と業績
フランツ・マルクは 1880年 2月 8日、ミュンヘンに生まれた。彼の父ヴィ
ルヘルム・マルクは風景画家であり、ミュンヘン美術院教授であった。1900
年、フランツ・マルクは宗教学と哲学の勉学を途中で止め、ミュンヘン美術院
に入学した（Brockhaus 1991: 142-143）。1901年、マルクはイタリアへ旅行し、
1903年に 3か月間フランスにも滞在した。その後、マルクはミュンヘンで自
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分のアトリエを構えた。1911年、マルクはワシリー・カンディンスキーと共
に芸術家集団「青騎士」を結成した。1914年、第一次世界大戦が勃発した時、
マルクは戦時の兵役を申告した（Meissner 1989: 345-346）。1916年、マルクは
ヴェルダンの戦いで命を落とした。マルクは 36歳の若さで亡くなったにもか
かわらず、すでに多様性のある無類の作品を数多く残していた。
マルクは油彩画、水彩画や素描と並んで、木版画や石版画も制作した。当
初、マルクは好んで動物を描き、スタイルは印象派的であった。フランツ・マ
ルクは動物界の美術的な扱いによって、人間の幸運と苦難のバランスを見出し
た（Gebhart 2009: 167）。
アウグスト・マッケ、ワシリー・カンディンスキーの美術、またキュービズ
ム（立体派）、オルフィズムやフューチャリズム（未来派）から影響を受け、
フランツ・マルクは独自の表現豊かで抽象的な様式を発見した（Brockhaus 
1991）。1919年 12月、マルクはアウグスト・マッケに当てた手紙で色に関し
て自分の理論を説明した。そこで、マルクは「青」というのは男性的な原理で
あり、厳格で精神的だと書いている。それに反して、「黄色」は女性的な原理
であり、穏やかで、陽気で官能的である。「赤」はマルクにとって物質であり、
野蛮で重く、青と黄色はそれを制圧し、打ち勝たなければならない（Friedel 
2013: 164）。特にマルクの後期の素描や水彩画は非常に抽象的であり、動物の
色や形はその周辺と溶け合っている（Brockhaus 1991）。
3.　ミュンヘンにおけるジャポニスムとマルク
日本の美術展覧会がドイツ国内で初めて行われたのはミュンヘンであった。
1866年、日本研究者フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトはミュンヘ
ンに移住した。彼は 1859年から 1862年にかけての二度目の日本滞在の時、多
くの日本の美術作品を手に入れ、持ち帰った。王ルートヴィヒ 2世はシーボル
トに日本の美術作品のコレクションを王宮付属庭園のアーケードに展示するこ
とを許可した。それらの展示物の中には『北斎漫画』4巻も含まれていた
（Hirner 2011a: 21）。最初の日本滞在の時、手に入れた漫画の冊子から、1834
年にシーボルトはすでに、著書『ニッポン』のためにいくつかのページを設け
た（Croissant: 166, 図 387-388）。
1885年、ミュンヘンの水晶宮で、その後 1887年、ミュンヘンで収集家エト
ムント・ナウマンの日本美術展が開催された。それに続いて、ミュンヘンで更
なる日本美術の展覧会や競売が行われた。
1909年、王子ルップレヒトの後援の下に“Japan und die Kunst”（日本と美
術）という展覧会が開催され、フランツ・マルクは興味を引きつけられた。そ
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れはヨーロッパにおける日本美術の展覧会の中で最も大きくて、質の高い展覧
会の一つであった。多くの日本の木版画や根付と並んで、日本の彫刻や絵画も
展示されていた。その後、多くの他のヨーロッパの美術家と同様に、フラン
ツ・マルクはこの展覧会から印象を受けて、日本の作品の彩色や線の引き方だ
けではなく、日本美術の基本思想を更に深く取り扱っていた（Hirner 2011b: 
67）。
同じ 1909年、フランツ・ヨーゼフ・ブラクルは所有の美術品店で日本の木
版画を展示した。翌 1910年、この美術品店で、フランツ・マルクの初の個展
が行われていた。この個展の宣伝ポスターは、互いに忍び足で歩き回っている
二匹の猫が描かれ、日本美術家の写実的な描写スタイルを思わせる（Hirner 
2011a: 26-27）。
4.　芸術家集団「青騎士」とフランツ・マルク
芸術家集団「青騎士」の結成はフランツ・マルクとその作品にとって大きな
役割を果たしていた。この芸術家集団にはワシリー・カンディンスキー、ガプ
リエレ・ミュンター、アレクセイ・ヤヴレンスキー、アウグスト・マッケ、パ
ウル・クレーやマリアンネ・フォン・ヴェルフェキンも属していた。
著書「青騎士」の中で美術史家のハーヨ・デュヒティングは「『青騎士』は
今日に至るまで魔術的な雰囲気に包まれた概念である」と書いている。フラン
ツ・マルクとその友人ワシリー・カンディンスキーは現代美術に関する新たな
傾向の概念について執筆し、美術は再びインスピレーションの根本的な源に戻
ることが必要であると宣言しようとした（Düchting 2009: 6）。ワシリー・カン
ディンスキーは「青騎士」という名前について次のように述べた。「私たちは
『青騎士』という名をジンデルスドルフの東屋で午後のコーヒーを飲みながら
考えました。私たちは二人とも青が好きでした。そして、マルクは馬、私は騎
士を好みました」（Klingsöhr-Leroy 2013: 65）。しかし、カンディンスキーのこ
の言葉は皮肉であり、芸術家集団の名前にはより深い意味が含まれている。
デュヒティングが書いているように「青騎士」という名には 19世紀の唯物主
義を拒否する新たな精神的な芸術への覚醒を象徴する目的があった。カンディ
ンスキーによると芸術家は精神の英雄であり、社会を唯物主義の鎖から解放
し、新たな天国へ連れて行く（Düchting 2009: 6）。青騎士の芸術家たちの間に
は起源と自然への憧れが共通点としてあった。彼らにとって優勢である因襲的
な芸術は生気に乏しいものであった。青騎士の芸術家たちは美術とは可視を越
すものであるべきで、世界を最も深い構造や真実で反映する役割があると確信
していた（Klingsöhr-Leroy  2008: 108）。
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1912年、フランツ・マルクとワシリー・カンディンスキーは年鑑『青騎士』
を発表した。この年鑑は 20世紀の美術に対する見方にとって重要な役割を果
たしていた。マルクとカンディンスキーはこの年鑑の編集者として芸術家集団
「青騎士」の中で一番の推進者であった。彼らは大都市や大学教育を受けてい
る芸術家の環境で起源を見つけられなかったので、その感覚を自然の中で探
し、様々なものの外観だけではなく、その精神を理解しようとした。それゆ
え、彩色の不気味な作品が多く生まれてきた。フランツ・マルクはその過程を
“Animalisierung der Kunst”（絵画における動物の主題化）と呼んだ（Klingsöhr-
Leroy 2008: 109）。今、芸術家集団「青騎士」の方向を示す功績はヨーロッパ
での近代美術への門を開いたと考えられる。現在、「青騎士」の作品は世界中
の全ての重要な美術館で展示されている（Düchting 2009: 7）。ミュンヘンの
レーンバッハハウス美術館とコッヘル・アム・ゼーにあるフランツ・マルク美
術館にはフランツ・マルクの作品は特に多く展示されている。ヨーロッパ以外
では特にニューヨークのグッゲンハイム美術館で多くのマルクの作品が展示さ
れている（Carl 2013）。
5.　フランツ・マルクとジャポニスム
美術史書、百科辞典や他のフランツ・マルクと青騎士を扱う論文や著書には
多くの様々な影響が描写され、分析されているが、フランツ・マルクが日本の
美術から受けた影響は長年、殆ど注目されていなかった。2006年、ミョンソ
ン・オーの興味深い博士論文によって、日本美術が「青騎士」に与えた影響が
初めて、詳しく分析された。ミョンソン・オーはルートヴィヒ・マクシミリア
ン大学ミュンヘンで、『青騎士とジャポニスム』というドイツ語で執筆した論
文で博士課程を修了した。ミョンソン・オーはこの論文で青騎士の作品の中に
ある明らかな日本美術のエレメントだけではなく、隠れているエレメントも示
している。彼女は多くの青騎士の画家たちの作品を日本の模範作品へと分類し
てみる（Oh 2006: 5）。
これから、ミョンソン・オーが挙げる多数の例から、日本の影響を示す一部
分だけを本論文で紹介する。
ミュンヘンのノイエ・ピナコテーク美術館は歌川広重の『富嶽三十六景』の
シリーズの内の『下総小金原』という木版画を所蔵している。この木版画は当
時フランツ・マルクの所有であり、富士山を背景に、二頭の馬が描かれている
芝生の風景画である。季節に制約されない単調な風景に反して、馬は躍動感に
溢れた動きで描かれている。フランツ・マルクは 1908年の石版画≪森にいる
馬（Pferde im Walde）≫で広重の木版画に描かれた 2頭の馬より間隔をより一
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層近くにつめた。更に、マルクは広重の木版画では後方にいた馬を絵の手前に
持って来て、前方の馬の姿を殆ど 180度回転させた。しかし、鑑賞者に向けて
いる頭の位置は守られている。マルクは日本の風景の雰囲気をオーバーバイエ
ルンの風景へ転移した（Oh 2006: 43-44, 図 190）。
フランツ・マルクの 1908年の油彩画≪馬の一考察（Studie eines Pferdes）≫
は恐らく葛飾北斎が 1830年頃描いた疾走する馬を手本にしている。北斎は活
気に溢れた筆致で馬の輪舞を描いていた。鬣とふさふさした尾が風になびいて
いるように見える。フランツ・マルクの作品の場合もなびいている尾と鬣が同
じような動きの印象を与える。斜め後ろからの眺めは両作品がほぼ同じである
（Oh 2006: 44-45, 図 191）。
マルクの 1911年の作品≪青い馬 I（Blaues Pferd I）≫はハーヨ・デュヒティ
ングの著書『青騎士』の表紙になっている。この縦長の油絵はミュンヘンの
レーンバッハハウス美術館に展示されている（Düchting 2009）。
ミョンソン・オーはこの絵画が北斎の多色の 1827・1829年の木版画『諸国
滝廻り・和州吉野義経馬洗滝』のモチーフに基づいていると推測している。マ
ルクは馬を鏡に映っているように描いた。馬が頭を伏せた姿によって憂鬱な雰
囲気が醸し出されている。しかし、マルクは北斎の木版画に見られる雄大な自
然を副次的なものにしている。マルクの絵画で馬はその周辺を抑えて圧倒して
いる（Oh 2006: 46-48, 図 192）。
フランツ・マルクの正方形の油彩画≪雪の中の鹿 （Rehe im Schnee）≫（1911
年）もミュンヘンのレーンバッハハウス美術館で展示されている。マルクはこ
の絵画で鹿の姿勢を尾形光琳（1658〜 1716）の 17世紀の挿絵を模範にしたと
ミョンソン・オーは推測している。尾形光琳は鹿の後ろの背景の詳細を描かな
いが、マルクの場合、鹿は抽象化された雪の風景に取り囲まれている（Oh 
2006： 48: 49, 図 193）。
クラウス・ベルガーは 1980年の著書でマルクの 1912年の木版画≪タイガー
（Tiger）（Holzschnitt auf Japanpapier, 19,8 × 24cm）≫における日本からの影響
を指摘した。曲線や黒い最小単位が白い背景に対して平面に押されている様子
は菱川師宣のような昔の日本の美術家の装飾的な体の形を記憶させる（Berger 
1980: 314）。
マルクの 1912年の≪タイガー（Tiger）≫は動物画を線と装飾だけで制作す
ることができる最初の作品の一つであった。フリーダ・ヘップにとって、フラ
ンツ・マルクは抽象的な動物画で、装飾を使いながら認識できないものの美術
の創始者である（Hepp 2012: 26-27）。
クラウディア・デランクも、マルクの絵画にとって日本の動物の描出は影響
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を与えたと強調している。マルクが持っていた日本の木版画や挿し絵入りの本
のコレクションの中には猫、馬や象が多かった。それらの手本は動物の姿勢や
動きを描く時、マルクに役立っていた。マルクの絵での多くの青、赤や黄色の
頭を後ろ、あるいは横に振り向く馬は日本の馬の描写から影響を受けた
（Delank 2011a: 92）。
筆者が 2013年 9月、ムルナウにあるシュロスムゼウム・ムルナウ（美術館）
を訪問した際、マルクの 1911・12年の 3色の木版画≪一休み馬（Ruhende 
Pferde）≫を観賞することができた。この美術館の研究員であるキリスティネ・
イケロット・ビルギクは≪一休み馬 （Ruhende Pferde）≫の素晴らしい切り抜き
様式を指摘した。明白に描かれた一筆で続いている線は日本の水彩画のスタイ
ルから影響を受けたとイケロット・ビルギクが推測していた。
6.　フランツ・マルクと根付
日本の木版画と並んで、根付もマルクにとって重要な示唆の泉であった。根
付というのは元々単純な締め棒であり、モンゴルから中国と韓国経由で日本に
入ってきた。日本では根付は普段、竹、骨、サンゴや象牙のような価値の高い
材料から作られた。日本の工芸家が根付を作った時、空想を逞しくした（Oh 
2006: 13）。人間、動物や果実も根付にされたが、一番人気があったのは動物
であった。殆どの根付は丸い、あるいは凸面の形であり、動物は通常丸まった
姿で描写されていた（Oh 2006: 14）。
マルクの作品に影響を与えた動物の根付の例としてミョンソン・オーはマル
クの 1913年の水彩画≪ドリーム・ロック（Traumfelsen）≫を上げる。
このマルクの作品は 18世紀あるいは 19世紀の無名な日本の美術家の象牙で
できた根付から影響を受けた可能性がある（Oh 2006: 70, 図 204）。
マルクの 1913年の油彩画≪マンドリル（Der Mandrill）≫は 18世紀に光春に
より制作された象牙の馬の根付から影響を受けたとミョンソン・オーが推測す
る。
動物の種類が違っていても、両作品で猿と馬は鑑賞者の方へ向き、立体的に
絵の表面から出て来るように見える（Oh 2006: 71, 図 204）。
同じ 1913年に作られた≪着席黄色女性のヌード（Sitzender gelber Frauenakt）
≫は丸まった形で、動物の根付に基づいていると考えられる。この女性の内心
の感覚性は明らかである。ここで、動物から人間へとマルクの移行させる力が
印象的に示されている（Oh 2006: 72, 図 205）。
マルクの鉛筆画≪ダンスをする女（Die Tänzerin）≫も根付から影響を受けた
と想像できる（Oh 2006: 73, 図 205）。
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マルクの日本美術作品コレクションの中には日本の 19世紀の骨の出た狼の
根付があった。この狼のあばら骨は強く浮き上がって見える。クラウディア・
デランクが説明するようにこの根付は恐らくマルクの 1912年の油彩画≪白い
犬（『世界の前の犬』としても知られている）“Der weiße Hund”（Hund vor der 
Welt）≫の手本になった可能性が高い。なぜならば、狼の根付と同様に上記の
マルクの≪白い犬≫でもあばら骨が強く浮き上がって見えるからである
（Delank 2011a: 94、図 93）。マルクの 1913年の油彩画≪ロング黄色い馬（Das 
lange gelbe Pferd）≫とマルクの同年の油彩画≪ 3頭の馬Ⅱ（3 PferdeⅡ）≫も狼
の根付から影響を受けたと推測できる（Delank 2011a: 93-94）。筆者が 2013年
9月にシュロスムゼウム・ムルナウ（美術館）を訪問した際、マルクの 1912
年の木版画≪想像上の動物（Fabeltier）≫でも骨は強く浮き上がって見えるの
で、上記の根付を思わせる。逆に、マルクの絵画も日本の画家に影響を与えて
いる。
例えば、ドーリス・クロワッサンの 1543年から 1929年までの日本とヨー
ロッパについての著書の中で 1919年の普門暁の油彩画『鹿・光』はフランツ・
マルクの動物絵に基づいている未来派の解釈であると書いている（Croissant 
1993: 564-566）。この油彩画は東京の国立美術館に所蔵されている。
7.　フランツ・マルクの日本美術作品のコレクション
フランツ・マルクは何度か、日本美術に対する自らの感動を表現したことが
あった。マルクはすでに 1900年から日本の美術作品を収集し始めた。彼は多
くの日本の水彩画、木版画、図鑑入りの書物や小さなオブジェを所有してい
た。美術家としての収入を補うために、マルクは 1910年までに時々日本美術
作品、特に色情的な絵を商ったことがある。マルクの遺産の中には少なくとも
80の日本の絵があった。ミュンヘンで日本美術に触れ合う機会も多かったし、
その上、マルクのパリなどへの様々な旅行中の日本美術との触れ合いも彼に
とって魅力的であった（Salmen 2011: 70）。
1907年、マルクはオリエンタルのメルヘンを北斎の作品と比較した。北斎
の作品と同様にオリエンタルのメルヘンを扱うことによって現実から逃れるこ
とができるとマルクは主張した。自らの美術の価値が出るように望むなら、こ
のように描くことが必要であるとマルクは兄パウルに書いた（Meißner 1989: 
27）。マリア・フランクに当てた手紙の中でも、マルクは北斎の木版画につい
て次のように賞賛している。「素晴らしいでしょう。あの神的な北斎だよ」
（Salmen 2011: 72）。
それにもかかわらず、マルクの日本への姿勢は全くアンビバレントであった
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とクラウディア・デランクは評している。マルクが述べたように昔の日本美術
は我々の美術に対する感性を復活させることにはならないが、他方ではマルク
は特に日本の木版画に彼が探していた単純さを見つけていた（Delank 2011a: 
90）。
8.　おわりに
フランツ・マルクの作品の中に、彼が表していた日本美術に対する感動を発
見するのは興味深いことである。マルクの作品や文字による伝承を分析する
と、彼がどれほど日本美術から影響を受けたかを確かめることができる。フラ
ンツ・マルクは因襲的な画法を拒否し、新たな精神的な段階に到達するため、
鑑賞者の感情に直接訴えかけることによって、新しい美的表現形式を創り出そ
うとした。マルクは日本美術の中に手本となる新しい美術の方向性を見つけ
た。マルクは他の青騎士の芸術家たちと同様に、日本美術の中で精神的な表現
を純粋な比喩的な力の実現と見なしていた（Salmen 2011: 69）。
北斎、広重等の作品、そして、日本の根付はマルクに新たな視界を開いた。
マルクが日本美術を扱うことによって、単純化や新しい美術の形への探索を増
強した。マルクは単に日本美術を真似しようとしなかった。彼は日本美術から
得た認識を自身の美術の形式で実現し、新な画風の可能性を追求しようとし
た。日本美術はフランツ・マルクに人間は万物の尺度ではない自然に対する解
釈を伝えた。
36歳の若さで戦死したが、もし生き延びていたら、彼の美術がどのように
発展していったのか、また戦争経験が彼の美術にどれほど影響を与えていたの
かを想像することは興味深い。事実、マルクが感動していた日本美術が、彼の
短期間の美術製作に重要な役割を果たしていた。
日本美術がフランツ・マルクに与えた影響は数年前まで思われていたよりは
るかに大きかったといえるだろう。
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フランツ・マルクの彫刻『豹』、銅製、五作品中の処女作。
Dem Lehmbruck Museum Duisburg ist für die Genehmigung des Abdrucks zu danken.
本作品の転載許可に関し、筆者はレーンブルック美術館に感謝する。
日本の根付から感銘を受け、フランツ・マルクは 1908年に動物の彫刻を作
り始めた。マルクは動物の自然な表情を形成しようとした。現在、マルクの彫
刻『豹』（1908）はデュイスブルク市のレーンブルック美術館の所蔵である。
逞しい体を持ち、素早く後ろを振り返った非常に大きな頭部は豹の野性感と迫
力を表している（Brockhaus 2000: 49）。
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Magerer Wolf（骨の出た狼）, Netsuke, 19. Jahrhundert, Buchsbaum, Elfenbeinintarsien, 
5.2 cm, unsigniert, Aus dem Nachlaß von Franz Marc, Privatbesitz © Schloßmuseum 
Murnau, Bildarchiv
シュロスムゼウム・ムルナウ（美術館）の所蔵。（転載の許可を取得済）
Franz Marc, Fabeltier （想像上の動物）, 1912, Original-Holzschnitt auf Japanpapier aus 
der Luxusausgabe des Almanachs „Der Blaue Reiter“, Schloßmuseum Murnau © 
Schloßmuseum Murnau, Bildarchiv
シュロスムゼウム・ムルナウ（美術館）の所蔵。（転載の許可を取得済）
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ミュンヘンのレーンバッハハウス美術館の中でフランツ・マルクの油彩画
『青い馬 I』の前で馬のように頭を横に向けている筆者エドガー・フランツの
iPod touchで撮られた画像。
Franz Marc, Ruhende Pferde（一休み馬）, 1911/12, Original-Holzschnitt, koloriert, 
Schloßmuseum Murnau © Schloßmuseum Murnau, Bildarchiv
シュロスムゼウム・ムルナウ（美術館）の所蔵。（転載の許可を取得済）
Dem Schlossmuseum Murnau ist für die Genehmigung des Abdrucks der obigen 
3 Bilder zu danken.
以上の３作品の転載許可に関し、筆者はシュロスムゼウム・ムルナウ（美術
館）に感謝する。
